
予測
シミュレーション

管路施設と雨水を
統合管理

様々な情報の統合 ユーザ
インターフェース

様々なデバイスから
クラウドシステムの操作が可能
メール・プッシュ通知が可能

地図（GIS）を基盤とした、
管路情報と雨水情報の管理が可能

下水道管内水位や
ワンコインセンサー等の

各種センサー情報との連携が可能

ニーズに応じた様々な
シミュレーションが可能

雨水管理システム

Webサイトも
ご覧ください
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地図 雨水管路 AI浸水
シミュレーション

雨量、河川等下水道管内水位

各種浸水
シミュレーション

雨水管理
システム

下水道管路施設と連携する
スマート雨水管理

雨量・水位などの観測データの管理を確実に行い、
管路施設と雨水の関連を日常的に確認できるようにして

浸水被害の軽減を支援します。
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都市型集中豪雨の増加
 局地的集中豪雨の多発
 不浸透域の増加（都市化）

下水道管内の雨天時増水
 管路施設の老朽化による雨水浸入の増加
 道路冠水箇所の増加

システム導入

主なシステム機能

お問い合わせはこちら NJS  オペレーションズ本部 ソフトウェア部
TEL：03-6324-4357   Mail：technical@njs.co.jp

SkyScraper RM は、災害対応における意思決定を支援する
統合的なツールとして、利用者の防災力向上に貢献します。

クラウドサービス

自治体
管路情報等

オープンデータ
国土交通省(気象庁)

地図（マッピング）
GoogleMaps
国土地理院

センサーデータ
雨量・水位
施設運転

蓄積したデータによ
る精度の高い浸水要
因の検証が可能とな
り、雨水吐からの年
間放流回数想定値と
共に活用することで、
対策優先度を明確に
します。

対策優先度の
明確化

浸水危険地区等での
土のう配備、流水阻
害物除去等の適切な
対応の迅速化へ活用
できます。

緊急対応の
迅速化

浸水の恐れがある場
合の職員待機や参集
の判断に活用できま
す。

警戒態勢構築の
迅速化

ゲートや雨水ポンプ
等の効率的な先行待
機及び、浸水時の速
やかな稼動を可能と
し、浸水被害軽減を
図ることができます。

浸水被害
の軽減化

効果

課題
システム導入効果

機能一覧（●：標準機能、▼ ：オプション）

雨量情報
●レーダ雨量
●地上雨量計

センサー連携
▼下水道管内水位
▼雨量、河川等

データ提供
●降雨情報
 ・リアルタイム実測情報
 ・予測（雨量）
●過去履歴

アプリ機能
●雨域表示
●トレンドグラフ
▼浸水危険度通知
▼溢水履歴管理

▼浸水予測シミュレーション
 ・二次元不定流モデル
 管路有：＋管内水理ﾓﾃﾞﾙも選択可能
 ｴﾘｱ縮小により、ﾘｱﾙﾀｲﾑ処理可能
 ・AI浸水シミュレーション
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